
       

ニ
セ
コ
地
区
は
、
羊
蹄
山
と
ニ
セ
コ

連
峰
の
麓
に
拓
け
た
自
然
豊
か
な
農

業
地
帯
で
す
。 

本
地
区
は
、
２
本
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の

木
に
代
表
さ
れ
る
丘
陵
地
の
ほ
か
、
尻

別
川
沿
い
の
低
平
地
に
農
地
が
拓
け

た
雄
大
な
農
村
景
観
を
形
成
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ニ
セ
コ
地
区
で
は
、
畑
作
野
菜
、
水

稲
、
酪
農
な
ど
、
多
種
多
様
な
営
農
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
「
ニ
セ
コ
じ
ゃ
が
」
を
は
じ 

め
と
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
に

向
け
て
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
を
活
用

し
た
地
産
地
消
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。 

          

      

し
か
し
な
が
ら
、
地
区
内
の
農
地
は

基
盤
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
小
区
画
や

急
傾
斜
、
排
水
不
良
な
ど
の
ほ
場
条
件

か
ら
生
産
性
が
低
く
、
農
家
の
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
の
承
継
が
困
難
な
た
め
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

こ
の
た
め
、
平
成
２
６
年
度
か
ら
、

暗
渠
排
水
の
整
備
や
傾
斜
改
良
等
を 

行
う
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
農
地
の

排
水
機
能
や
作
業
性
、
生
産
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
ニ
セ
コ
農
業
の
よ
り
一
層

の
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

                                

― 

ニ
セ
コ
町
農
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

― 

ニ
セ
コ
町
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ア

ス
パ
ラ
、
メ
ロ
ン
、
ゆ
り
根
な
ど
の

畑
作
や
野
菜
作
の
ほ
か
、
水
田
や
酪

農
な
ど
、
多
様
な
農
業
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。 

町
で
は
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
十
二
年
か
ら
町
内
の

小
学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
る
お
米
は

全
量
が
ニ
セ
コ
町
産
と
な
っ
た
ほ
か
、

お
米
以
外
の
野
菜
も
相
当
量
、
地
元

産
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

飲
食
店
な
ど
で
の
地
場
農
産
物
使
用

の
呼
び
掛
け
も
行
っ
て
お
り
、
ホ
テ

ル
で
提
供
さ
れ
る
食
事
な
ど
で
使
用

頂
い
て
い
ま
す
。 

ニ
セ
コ
町
と
い
え
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
（
男
爵
、
き
た
あ
か
り
）
で
有
名

で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
農
作
物
も
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る
ク
リ
ー

ン
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
安
全
・
安
心
な
ニ
セ
コ
産
農
作

物
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。 

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
。
） 

 
 

   

 

生
産
性
の
向
上
、
優
良
農
地
の
確
保
で
地
域
の
活
性
化
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業 

ニ
セ
コ
地
区 

北海道開発局の事業紹介 

I N T E R V I E W 

ニセコ町国営農地再編推進室の中村係長に、ニセコ町にお

ける農業の取り組みや今後実施される国営土地改良事業

への期待について、お話しを伺いました。 

～ニセコ農業を次の世代に引き継ぐために～ 

ニセコ町国営農地再編推進室 中村 正人氏 

減農薬・減化学肥料の取

り組みにより Yes!clean
の基準をクリアしたニセ

コ産野菜 

今
回
紹
介
し
た
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、
農
産
物
の
生
産
性
の
向
上
や
、
札
幌
・
新
千
歳

空
港
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
図
る
た
め
、
各
種
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。 

－３－ 

急傾斜な畑での人力によるジャガ

イモ収穫作業 

羊蹄山を背景とする美しい農村景観 



（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
続
き
） 

～
ニ
セ
コ
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
６
次
産
業
化
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て
～ 

 

平
成
十
一
年
か
ら
酒
造
好
適
米
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
酒
米
の
品
種
は
、
当
初
、
初
雫
（
は
つ

し
ず
く
）
か
ら
始
ま
り
、
ニ
セ
コ
の
土
壌
に
合
っ
た
品

種
を
見
つ
け
る
た
め
試
行
錯
誤
を
続
け
た
結
果
、
現
在

は
彗
星
（
す
い
せ
い
）
が
作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
酒
米
で
造
ら
れ
た
お
酒
「
蔵
人
衆
（
く
ら
び
と

し
ゅ
う
）」（
醸
造
元
：
田
中
酒
造
）
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
る
た
め
、
町
内
限
定
販
売
と
し
て
い
ま
す
。 

 

町
内
の
道
の
駅
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
で
販
売
・

提
供
し
て
お
り
、
ニ
セ
コ
の
名
産
品
と
し
て
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
こ
の
お
酒
が
出
来
た
当
時
、
町
の
担
当
と
し

て
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
販
売
さ
れ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
異
動
と
な
っ
て
し
ま
い
、
最
後
ま
で
見
届

け
た
か
っ
た
、
と
い
う
思
い
入
れ
も
あ
る
お
酒
で
す
。 

        

ま
た
、
道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
併
設
の
農
産

物
直
売
所
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
直
売
に
つ
い
て
も

好
調
で
す
。 

ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
直
売
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
直

売
所
と
農
業
者
間
の
情
報
の
受
け
渡
し
を
行
う
こ
と

で
、
品
切
れ
や
入
荷
過
多
を
防
ぐ
効
率
的
な
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
陳
列
棚
や
入
口
に
生
産
者
の

氏
名
・
写
真
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
・
安
心
な

な
農
産
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
直
売
所
の
売
り
上
げ

は
年
々
増
加
し
、
今
で
は
年
間
２
億
５
千
万
円
を
越
え

る
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

          

こ
う
し
た
ク
リ
ー
ン
農
業
や
地
産
地
消
、
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
の
取
り
組
み
に
加
え
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
収

穫
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
も
ぎ
取
り
な
ど
の
農
業
体

験
も
行
い
、
ニ
セ
コ
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 ～
国
営
土
地
改
良
事
業 

ニ
セ
コ
地
区
に
つ
い
て
～ 

 

ニ
セ
コ
町
で
大
規
模
な
土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ

る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
、
計
画
し
た
当
初

は
約
７
０
０
ｈ
ａ
の
農
地
し
か
手
が
上
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
期
成
会
も
立
ち
上
が
り
、
真
狩
村

や
士
別
町
な
ど
、
道
内
の
先
進
事
例
を
地
域
の
農
家
を

含
め
み
ん
な
で
学
び
な
が
ら
、
事
業
の
採
択
に
向
け
て

取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
終
的
に
は
町
内
の
農
地
の
約
半

分
に
当
た
る
１
４
９
０
ｈ
ａ
の
農
地
が
参
加
す
る
大

規
模
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。 

ニ
セ
コ
町
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
狩
太
町
か
ら
現
在

の
町
名
に
改
名
さ
れ
て
今
年
が
五
十
年
の
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
生

産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
も
美
し
い
農

村
景
観
を
ニ
セ
コ
の
観
光
資
源
と
し
て
保
全
し
な
が

ら
、
次
の
世
代
に
農
地
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
了
） 

                
 

 

平成２５年１０月にＪＡようていが 

ニセコ町に米低温貯蔵施設を建設しま 

した。 

この施設は、雪の多いニセコ地域の 

特色を活かし、雪を利用した冷房シス 

テムを採用しています。 

 この貯蔵庫でニセコ町ほか近隣２町の YES!clean 基準を満た

す特別栽培米の集出荷の管理を行い、地域ブランド化をめざし

ます。 

ニセコ町の地酒「蔵人衆」。 
道の駅ほか町内で購入可能。 

貯雪庫内の大量の雪（左）が溶けた冷水を熱交換機（中）により倉庫内

の空気と熱交換し、倉庫上部のダクト（右）を通して冷房する。 

－４－ 

エコでクリーンな米貯蔵施設で「ようてい米ブランド」 

の確立へ！ 

I N T E R V I E W 


